
 

令和４年度の学校経営について 

 

１ 学校教育目標 「 賢く 強く たくましい 児童生徒の育成 」 

理念：「含英」の建学の理念のもと、「いのち輝く人間」として、故郷蔵王温泉を愛すると

ともに、国際的な視野で未来を創造する。 

 

「 賢 く 」とは、単に知能に優れ知識が豊富なだけでなく、物事の道理を正しく判断し  

適切に処理できる知恵があること。 

「 強 く 」とは、物理的な力が大きいとか身体が丈夫で機能的に優れているだけでな

く、精神力の在り方いわゆる耐える力があること。 

「たくましい」とは、活力に満ちあふれ、しなやかさを兼ね備えていること。 

 

２ めざす児童・生徒  ① 優しい笑顔が溢れ出る思いやりのある子ども 《 温  泉 》 

            ② 英知を集め、高い学習力を備える子ども   《 こまくさ 》 

            ③ 自分に厳しく立ち向かうたくましい子ども  《 樹  氷 》 

            ④ 夢に向かい、チャレンジする意欲的な子ども 《 蔵王連峰 》 

 

３ めざす学校     ① 児童生徒と教職員がひたむきに学び合う学校 

            ② 温かい人間関係に包まれている学校 

            ③ 一人一人が明るい笑顔で心身共に溌剌としている学校 

 

４ 経営の基本方針  ～ 蔵王の未来を支える子どもの育成を図る学校経営 ～ 

 

５ 経営の重点  

① 極少人数の特性を活かし、深い学びが伴う楽しい授業づくりに努める。 

② 蔵王を知り、蔵王を大切にし、蔵王の未来を考える教育活動の充実に努める。 

③ 地域と社会に貢献する活動を充実させ、自尊感情を高める教育に努める。 

④ 日常的に危機管理意識を持ち、安全で安心な生活ができる学校づくりに努める。 

⑤ コミュニティ・スクールとして、地域とともにある教育をさらに推進する。 

⑥ 子ども達が諸活動に「楽しく！厳しく！」取り組み、自立につながる感性を磨くための環 

 境づくりに努める。         

 

６ 教育目標具現化のために   ① 自尊感情を高める教育活動の推進  

② 全教職員による共通実践 

  ③ 子ども達が主体的に考える課題解決型の授業の実践   

④ 学力向上に向けた積極的なアプローチ 

⑤ 子ども達の活動に対する適切な評価   

⑥ 感性を磨く体験・交流活動等の推進 


